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付
　
属
　
資
　
料

坂
井
華
奈
子
（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
図
書
館
）

　
こ
こ
で
は
、
付
属
資
料
一
と
し
て
イ
ン
ド
の
児
童
労
働
お
よ
び
教
育
、
不
就
学
の
問
題
な
ど
に
関
連
す

る
文
献
の
リ
ス
ト
を
掲
載
す
る
。
な
お
、
こ
の
リ
ス
ト
は
二
〇
〇
八
年
一
一
月
四
日
か
ら
一
二
月
二
五
日

に
か
け
て
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
図
書
館
で
開
催
し
た
資
料
・
写
真
展
「
一
九
九
〇
年
代
の
イ
ン
ド
社
会
と

子
ど
も
た
ち
」
の
展
示
資
料
を
中
心
に
当
館
の
蔵
書
か
ら
選
択
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
館
の
蔵
書
構
成
の

特
徴
と
し
て
、
現
地
で
出
版
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
一
般
的
、
理
論
的
内
容
を
扱
っ
た
欧
米
出
版
の
も
の

や
和
書
は
や
や
少
な
い
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
国
内
で
入
手
が
難
し
い
貴
重
な
現
地
出
版
物
が
収
録

さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
必
ず
し
も
関
連
文
献
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
紹

介
し
た
資
料
中
に
も
文
献
リ
ス
ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
数
あ
る
の
で
併
せ
て
参
考
と
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
付
属
資
料
二
で
は
、
イ
ン
ド
の
児
童
労
働
や
教
育
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に

参
考
と
な
る
指
標
を
表
と
グ
ラ
フ
に
ま
と
め
て
紹
介
し
て
い
る
。
な
お
、
テ
ー
マ
解
説
、
指
標
解
説
部
分

の
一
部
は
『
ア
ジ
研
ワ
ー
ル
ド
・
ト
レ
ン
ド
』
二
〇
〇
九
年
七
月
号
掲
載
の
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ナ
ー

／
児
童
労
働
に
つ
い
て
知
る
」
を
も
と
に
、
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
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一

一
　
イ
ン
ド
の
児
童
労
働
・
不
就
学
問
題
に
関
す
る
文
献

　
児
童
労
働
と
は
、
国
際
労
働
機
関
（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）
の
定
義
に
よ
る
と
原
則
一
五
歳
未
満
の
子
ど
も
の
健
全

な
成
長
を
妨
げ
る
よ
う
な
労
働
と
さ
れ
て
お
り
、
推
計
に
よ
る
と
児
童
労
働
に
従
事
し
て
い
る
子
ど
も
は

二
〇
〇
四
年
時
点
で
も
二
億
千
七
百
万
人
以
上
と
さ
れ
て
い
る
（Frank

H
agem

ann
etal.“G

lobalC
hild

L
abour

Trends
2000–2004”

InternationalL
abour

O
ffi

ce,2006

）
。
こ
の
よ
う
に
将
来
を
担
う
べ
き
子
ど

も
達
が
教
育
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ず
、
心
身
の
健
全
な
成
長
を
妨
げ
る
よ
う
な
苛
酷
で
搾
取
的
な
労
働

に
従
事
し
て
い
る
こ
と
の
背
景
に
は
、
貧
困
だ
け
で
な
く
、
各
国
政
府
の
政
策
や
法
律
、
商
品
の
流
通
に

関
わ
る
企
業
の
社
会
的
責
任
や
貿
易
の
仕
組
み
、
そ
の
ほ
か
種
々
の
社
会
的
事
情
が
複
雑
に
絡
ん
で
い
る
。

特
に
イ
ン
ド
の
場
合
に
は
マ
ッ
チ
産
業
や
カ
ー
ペ
ッ
ト
産
業
を
は
じ
め
と
す
る
一
部
に
特
有
の
労
働
事
情

や
、
代
々
引
き
継
が
れ
て
ゆ
く
債
務
奴
隷
の
慣
習
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
家
族
や
、
カ
ー
ス
ト
な
ど
社
会

階
層
の
問
題
な
ど
が
大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
る
。
国
際
社
会
で
も
そ
し
て
イ
ン
ド
で
も
こ
の
複
雑
な
問

題
の
解
決
へ
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
や
調
査
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
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国
際
的
な
取
り
組
み
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
は
児
童
労
働
の
撤
廃
、
児
童
及
び
年
少
者
の

保
護
を
目
的
と
し
、
一
九
七
三
年
に
は
全
産
業
を
対
象
と
す
る
「
就
業
が
認
め
ら
れ
る
た
め
の
最
低
年
齢

に
関
す
る
条
約
（
一
三
八
号
条
約
）
」
を
採
択
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
就
業
の
最
低
年
齢
を
義
務
教
育
が

終
了
す
る
年
齢
と
し
て
一
五
歳
を
下
回
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
定
め
（
開
発
途
上
国
の
場
合
は
、
さ
し
あ

た
り
一
四
歳
と
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
る
。）
そ
の
ほ
か
に
も
条
件
に
よ
る
就
業
の
最
低
年
齢
を
定
め
て
い
る
。

そ
れ
を
補
足
す
る
も
の
と
し
て
、
さ
ら
に
一
九
九
九
年
に
は
人
身
売
買
、
強
制
労
働
、
債
務
奴
隷
な
ど
の

あ
ら
ゆ
る
形
態
の
奴
隷
労
働
、
売
春
、
薬
物
の
生
産
・
取
引
な
ど
の
不
正
な
活
動
を
は
じ
め
と
す
る
「
最

悪
の
形
態
の
児
童
労
働
」
を
な
く
す
た
め
の
取
り
組
み
を
直
ち
に
始
め
る
こ
と
を
定
め
「
最
悪
の
形
態
の

児
童
労
働
の
禁
止
及
び
撤
廃
の
た
め
の
即
時
の
行
動
に
関
す
る
条
約
（
一
八
二
号
条
約
）
」
を
採
択
し
て
い

る
。
イ
ン
ド
で
は
現
時
点
で
こ
の
二
つ
の
条
約
を
批
准
し
て
い
な
い
が
、
本
書
中
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
国
内
法
と
し
て
児
童
労
働
を
禁
止
す
る
法
律
を
定
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
は
児
童
労
働
撤
廃
国
際
計
画
（
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
と
い
う
技
術
協
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
一
九
九

二
年
か
ら
開
始
し
た
。
こ
れ
は
、
最
悪
の
形
態
の
児
童
労
働
撤
廃
に
重
点
を
お
き
な
が
ら
、
最
終
的
に
は

す
べ
て
の
児
童
労
働
を
な
く
す
こ
と
を
目
標
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
国
際
連
合
児
童
基
金

（
ユ
ニ
セ
フ
）
な
ど
の
国
連
機
関
、
世
界
銀
行
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
・
ウ
ォ
ッ
チ
の
よ
う
な
国
際
的
な
Ｎ
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Ｇ
Ｏ
な
ど
に
よ
り
、
児
童
労
働
の
廃
絶
に
向
け
た
活
動
が
行
わ
れ
、
そ
の
調
査
・
研
究
成
果
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
上
に
公
表
さ
れ
た
り
出
版
物
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
も
の
も
多
い
。

　
イ
ン
ド
国
内
の
取
り
組
み
と
し
て
も
、
政
府
の
関
係
部
局
や
研
究
機
関
を
主
体
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

や
個
人
に
よ
る
研
究
な
ど
、
様
々
な
観
点
か
ら
の
調
査
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
リ
ス
ト
で
は
、
児

童
労
働
を
メ
イ
ン
と
す
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
の
権
利
、
児
童
福
祉
や
人
権
問
題
の
観
点
か
ら
扱
っ

た
文
献
や
、
ス
ト
リ
ー
ト
・
チ
ル
ド
レ
ン
、
児
童
の
性
的
搾
取
な
ど
個
別
の
形
態
を
扱
っ
た
も
の
、
児
童

労
働
に
関
連
す
る
産
業
を
対
象
と
し
た
も
の
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
内
容
に
関
し
、
調
査
結
果
の
デ
ー
タ
や

実
態
報
告
の
よ
う
な
一
次
資
料
か
ら
、
分
析
・
考
察
を
行
っ
た
研
究
資
料
ま
で
種
別
を
問
わ
ず
収
録
し
た
。

な
お
、
世
界
全
体
や
開
発
途
上
国
ま
た
は
イ
ン
ド
や
南
ア
ジ
ア
を
対
象
と
し
た
文
献
を
主
と
し
、
そ
の
ほ

か
の
特
定
地
域
に
限
定
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
割
愛
し
た
。

　
教
育
、
不
就
学
問
題
に
つ
い
て
は
初
等
教
育
に
関
す
る
も
の
、
イ
ン
ド
を
取
り
上
げ
て
い
る
も
の
を
中

心
と
し
つ
つ
、
国
際
機
関
等
の
初
等
教
育
普
及
全
般
に
関
す
る
取
り
組
み
や
、
教
育
開
発
や
援
助
に
つ
い

て
扱
っ
て
い
る
資
料
も
収
録
し
た
。
開
発
途
上
国
の
教
育
の
問
題
に
関
し
て
は
、
国
連
の
ミ
レ
ニ
ア
ム
開

発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
な
か
に
ゴ
ー
ル
２
と
し
て
普
遍
的
初
等
教
育
の
達
成
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、「
万

人
の
た
め
の
教
育
（
Ｅ
Ｆ
Ａ:E

ducation
forA

ll

）
」
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
や
ユ
ニ
セ
フ
、
世
界
銀
行
な
ど
を
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中
心
に
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
し
ば
し
ば
そ
れ
ら
に
関
す
る
文
献
中
で
就
学
問
題
と
関
連
し

て
児
童
労
働
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

二
　
文
献
リ
ス
ト

文
献
記
入
例

　
英
語
―
編
著
者
名
（
出
版
年
）
書
名
（
斜
体
）
シ
リ
ー
ズ
名
　
出
版
地
　
出
版
者
（
備
考
）

　
日
本
語
―
編
著
者
名
　
出
版
年
　
訳
・
編
者
名
等
　
書
名
　
シ
リ
ー
ズ
名
　
出
版
者
（
備
考
）

【
児
童
労
働
】

A
hm

ad,A
shhad

(2004),C
hild

Labour
in

India:
A

Politico-LegalStudy,D
elhi,K

alpaz
Publica-

tions.

B
asu,K

aushik
(1999),Ideology,E

conom
ics,and

Labour
M

arketPolicy,G
olden

Jubilee
Sem

inar

Series;4th
L

ecture,N
ew

D
elhi,N

ationalC
ouncilofA

pplied
E

conom
ic

R
esearch.
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B
hargava,Pram

ila
H

,(2003),The
E

lim
ination

ofC
hild

Labour:W
hose

R
esponsibility?:A

P
rac-

ticalW
orkbook,N

ew
D

elhi,T
housand

O
aks:Sage

Publications.

B
hattacharya,

M
.S.,

(2007),
A

Saga
of

A
gony

and
Sham

e:
C

hild
Labour

and
C

hild
A

buse
in

India
and

the
SA

A
R

C
C

ountries,N
ew

D
elhi,D

ecentB
ooks.

C
hakraborty,

Sudip
(2006),

C
hild

Labour
in

R
ural

C
ontext:

C
oncern,

C
auses

and
C

ure,
N

ew

D
elhi,M

ittalPublications.

C
hild

L
abourC

ell,N
ationalL

abourInstitute
(1992),C

hild
Labour

in
the

B
rassw

are
Industry

of

M
oradabad,C

hild
L

abourSeries,N
odia,C

hild
L

abourC
ell,N

ationalL
abourInstitute.

C
hild

L
abour

C
ell,N

ationalL
abour

Institute
(1992),C

hild
Labour

in
the

Lock
Industry

ofA
li-

garh,C
hild

L
abourSeries,N

odia,C
hild

L
abourC

ell,N
ationalL

abourInstitute.

C
hild

L
abour

C
ell,

N
ational

L
abour

Institute
(1992),

C
hild

Labour
in

the
Pottery

Industry
of

K
hurja,U

.P.,C
hild

L
abourSeries,N

odia,C
hild

L
abourC

ell,N
ationalL

abourInstitute.

C
hild

L
abour

C
ell,

N
ational

L
abour

Institute
(1993),

C
hild

Labour
in

the
M

atch
Industry

of

Sivakasi,C
hild

L
abourSeries,N

odia,C
hild

L
abourC

ell,N
ationalL

abourInstitute.

C
hild

W
orkersin

A
sia

(2005),R
aising

O
ne

Voice:A
Training

M
anualforA

dvocateson
the

R
ights
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ofC

hild
D

om
estic

W
orkers,B

angkok,C
hild

W
orkers

in
A

sia.

C
itizens

C
om

m
ission

on
B

onded
and

C
hild

L
abour,FirstN

ationalC
onvention

(1995),Freedom

From
B

ondage,N
ew

D
elhi,Indian

SocialInstitute.

Fallon,
Peter

and
Z

afiris
T

zannatos
(1998),

C
hild

Labor:
Issues

and
D

irections
for

the
W

orld

B
ank,W

ashington,D
.C

.,SocialProtection,H
um

an
D

evelopm
entN

etw
ork,W

orld
B

ank.

G
rootaert,C

hristiaan
and

H
arry

A
.Patrinos

eds.(1999),The
Policy

A
nalysis

ofC
hild

Labor:
a

C
om

parative
Study,N

ew
Y

ork,St:M
artin’s

Press.

H
aspels,

N
elien

and
M

ichele
Jankanish.,

eds.
(2000),

A
ction

A
gainst

C
hild

Labour,
G

eneva,

InternationalL
abourO

ffi
ce.

H
azan,

M
oshe

and
B

inyam
in

B
erdugo

(1999),
C

hild
Labor,

Fertility,
and

E
conom

ic
G

row
th,

D
iscussion

Paper
Series/T

he
M

aurice
Falk

Institute
for

E
conom

ic
R

esearch
in

Israel;no.

99.02,Jerusalem
,M

aurice
Falk

Institute
forE

conom
ic

R
esearch

in
Israel.

H
erath,G

am
iniand

K
ishorSharm

a
(2007),C

hild
Labour

in
South

A
sia,A

ldershot,A
shgate.

H
obbs,Sandy,Jim

M
cK

echnie
and

M
ichael

L
avalette

(1999),C
hild

Labour:
A

W
orld

H
istory

C
om

panion,
W

orld
H

istory
C

om
panion

Series,
Santa

B
arbara,

C
alif.;

O
xford,

E
ngland,
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A
B

C
-C

L
IO

.

H
um

an
R

ights
W

atch
(1996),The

Sm
allH

ands
ofSlavery:

B
onded

C
hild

Labor
in

India,N
ew

Y
ork,H

um
an

R
ights

W
atch.

InternationalL
abour

O
ffi

ce
(1996),C

hild
Labour:

Targeting
the

Intolerable:
Sixth

Item
on

the

A
genda,G

eneva,InternationalL
abourO

ffi
ce.

InternationalL
abourO

ffi
ce

(1998),C
hild

Labour:Fourth
Item

on
the

A
genda,R

eport/International

L
abourC

onference;87th
Session

1999;4,G
eneva,InternationalL

abourO
ffi

ce.

InternationalL
abourO

ffi
ce

(1998),C
hild

Labour:Sixth
Item

on
the

A
genda,R

eport/International

L
abourC

onference;86th
Session

1998;6,G
eneva,InternationalL

abourO
ffi

ce.

International
L

abour
O
ffi

ce
(2002),A

F
uture

w
ithout

C
hild

Labour:
G

lobal
R

eport
U

nder
the

Follow
-U

p
to

the
ILO

D
eclaration

on
F

undam
entalP

rinciples
and

R
ights

atW
ork,Interna-

tionalL
abourC

onference;90th
Session

2002,G
eneva,InternationalL

abourO
ffi

ce.

InternationalL
abourO

ffi
ce

(2006),The
E

nd
ofC

hild
Labour:W

ithin
R

each:G
lobalR

eportU
n-

der
the

Follow
-U

p
to

the
ILO

D
eclaration

on
F

undam
entalP

rinciples
and

R
ights

atW
ork:

InternationalL
abour

C
onference,95th

Session
2006,R

eport/InternationalL
abour

C
onfer-
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ence;95th

Session
2006;1(B

),G
eneva,InternationalL

abourO
ffi

ce.

Jain,M
ahaveer

and
Sangeeta

Sarasw
at

eds.(2006),C
hild

Labour
from

D
ifferent

Perspectives,

N
ew

D
elhi,M

anak
Publications.

K
abeer,N

aila,G
eetha

B
.N

am
bissan

and
R

am
ya

Subrahm
anian

eds.(2003),C
hild

Labour
and

the
R

ightto
E

ducation
in

South
A

sia:N
eeds

versus
R

ights?,N
ew

D
elhi,Sage

Publications.

K
ulshreshtha,Jinesh

C
handra

(1994),Indian
C

hild
Labour,N

ew
D

elhi,U
ppalPublishing

H
ouse.

L
ieten,

G
.K

.,
R

avi
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二
『
非
識
字
問
題
へ
の
挑
戦:

国
際
社
会
の
取
り
組
み
と
フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
の
活
性

化
の
試
み
』
総
研JR

01-70

国
際
協
力
事
業
団
国
際
協
力
総
合
研
修
所

坂
元
一
光
　
二
〇
〇
六
『
ア
ジ
ア
の
子
ど
も
と
教
育
文
化:

人
類
学
的
視
角
と
方
法
』
九
州
大
学
出
版
会

佐
藤
三
郎
編
　
一
九
九
九
『
世
界
の
教
育
改
革:21

世
紀
へ
の
架
け
橋
』
東
信
堂

佐
藤
尚
子
　
二
〇
〇
一
『
発
展
途
上
国
の
女
子
教
育
と
社
会
経
済
開
発
に
関
す
る
総
合
的
研
究
』
科
学
研

究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ａ
）（
２
））
研
究
成
果
報
告
書
　
平
成
一
一
〜
一
二
年
度[

佐
藤
尚
子]

佐
藤
宏
　
二
〇
〇
〇
『
イ
ン
ド
の
教
育
財
政
統
計:1951-52

〜1995-96

』W
orking

paper/Institute
of

C
om

parative
E

conom
ic

Studies,H
oseiU

niversity;no.91.

近
現
代
ア
ジ
ア
比
較
数
量
経
済
分
析
シ

リ
ー
ズ;no.9

法
政
大
学
比
較
経
済
研
究
所

佐
藤
眞
理
子
　
二
〇
〇
五
『
ア
メ
リ
カ
の
教
育
開
発
援
助:

理
念
と
現
実
』
明
石
書
店

諏
訪
哲
郎
・
斉
藤
利
彦
編
著
　
二
〇
〇
五
『
加
速
化
す
る
ア
ジ
ア
の
教
育
改
革
』
学
習
院
大
学
東
洋
文
化

研
究
叢
書
　
東
方
書
店

世
界
銀
行
人
間
開
発
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
著
　
二
〇
〇
一
　
黒
田
一
雄
・
秋
庭
裕
子
訳
『
世
界
銀
行
の
教
育
開

発
戦
略
』
Ｃ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
叢
書
一
広
島
大
学
教
育
開
発
国
際
協
力
研
究
セ
ン
タ
ー

豊
田
俊
雄
　
一
九
九
八
『
発
展
途
上
国
の
教
育
と
学
校
』
明
石
書
店
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長
尾
眞
文
ほ
か
　
二
〇
〇
二
『
発
展
途
上
国
に
お
け
る
基
礎
教
育
普
及
の
質
的
課
題
と
国
際
援
助
の
あ
り

方
に
関
す
る
研
究
』[

出
版
者
不
明]

水
野
敬
子
　
二
〇
〇
一
『
平
和
構
築
の
た
め
の
教
育
協
力
に
関
す
る
基
礎
研
究
』
総
研JR

00-75

国
際
協

力
事
業
団
国
際
協
力
総
合
研
修
所

山
内
乾
史
編
著
　
二
〇
〇
七
『
開
発
と
教
育
協
力
の
社
会
学
』M

inerva
textlibrary

47

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

米
村
明
夫
編
　
二
〇
〇
一
『
教
育
開
発:

政
策
と
現
実
』
調
査
研
究
報
告
書.

研
究
企
画
部;2000-III-15

日
本
貿
易
振
興
会
　
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

米
村
明
夫
編
　
二
〇
〇
三
『
教
育
開
発
の
現
在
』
調
査
研
究
報
告
書.

地
域
研
究
第
２
部;2001-III-05

日

本
貿
易
振
興
会
　
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

米
村
明
夫
編
著
　
二
〇
〇
三
『
世
界
の
教
育
開
発:

教
育
発
展
の
社
会
科
学
的
研
究
』
明
石
書
店

米
村
明
夫
編
　
二
〇
〇
五
『
初
等
教
育
の
普
遍
化:

実
現
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
政
策
課
題
』
調
査
研
究
報
告

書;

開
発
研
究
セ
ン
タ
ー;2004-IV

-24
日
本
貿
易
振
興
機
構
　
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
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イ
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the
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R
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小
野
行
雄
　
二
〇
〇
二
　
多
田
博
一
・
篠
田
隆
・
片
岡
弘
次
訳
『
イ
ン
ド
の
伝
統
技
術
と
西
欧
文
明
』
平

凡
社

カ
イ
サ
ル
、
Ａ
・
Ｊ
　
一
九
九
八
『
ア
ジ
ア
に
お
け
る
公
正
労
働
基
準
』
調
査
研
究
報
告
書N

o.141

日
本

労
働
研
究
機
構

香
川
孝
三
　
二
〇
〇
〇
『
ア
ジ
ア
の
労
働
と
法
』
信
山
社
出
版

セ
ン
、
マ
ラ
　
二
〇
〇
四
　
鳥
居
千
代
香
訳
『
イ
ン
ド
の
女
性
問
題
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー:

サ
テ
ィ
ー
（
寡
婦

殉
死
）・
ダ
ウ
リ
ー
問
題
・
女
児
問
題
』
明
石
書
店
日
本
労
働
研
究
機
構
　
二
〇
〇
一
『
Ｎ
Ｇ
Ｏ
主
義
で

い
こ
う:

イ
ン
ド
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
開
発
を
考
え
る
』
藤
原
書
店
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付
属
資
料
二

一
　
イ
ン
ド
・
児
童
労
働
に
関
す
る
指
標

　
本
文
中
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
児
童
労
働
に
関
す
る
信
頼
で
き
る
数
的
デ
ー
タ
を
得
る
こ
と

は
容
易
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
法
的
に
認
め
ら
れ
て
い
な
い
、
存
在
し
て
い
る
は
ず
の
な
い
も
の
で
あ

る
た
め
、
公
式
な
統
計
が
な
い
か
、
あ
っ
て
も
得
ら
れ
る
デ
ー
タ
は
限
定
的
な
こ
と
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

　
日
本
語
で
参
照
可
能
な
デ
ー
タ
で
は
、
ユ
ニ
セ
フ
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
（
複
数
指
標
ク
ラ
ス
タ
ー
調
査
）
の
結
果

が
ユ
ニ
セ
フ
『
世
界
子
供
白
書
』
の
統
計
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w

w
.unicef.or.jp

）
か
ら
一
部
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
だ
。
ま
た
、
同
書
の
一
九
九
七
年
版
は
児
童
労

働
の
特
集
で
あ
る
。

　
児
童
労
働
に
特
化
し
た
デ
ー
タ
と
し
て
は
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
Ｓ
Ｉ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
Ｃ（
児
童
労
働
統
計
情
報
・
監
視
計
画
）の
調

査
結
果
が
あ
る
。
Ｉ
Ｌ
Ｏ
駐
日
事
務
所
の
サ
イ
ト（http://w

w
w

.ilo.org
/public/japanese/region

/asro
/tokyo

/

）

に
一
部
日
本
語
訳
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
英
語
で
は
あ
る
が
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
、
ユ
ニ
セ
フ
、
世
界
銀
行
の
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
Ｕ
Ｃ
Ｗ
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（U
nderstanding

C
hildren’s

W
ork

）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
サ
イ
ト
（http://w

w
w

.ucw
-project.org

/

）
に
も
児
童

労
働
に
関
す
る
様
々
な
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
、
前
述
の
『
世
界
子
供
白
書
＝T
he

State
ofthe

W
orld’s

C
hildren

』
の
二
〇
〇
五
〜
二
〇

〇
九
年
版
か
ら
イ
ン
ド
に
関
す
る
児
童
労
働
の
指
標
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
表
１
、
図
１
に
ま
と
め
た
。

　
な
お
、
同
書
該
当
箇
所
の
デ
ー
タ
の
主
な
出
典
は
、
複
数
指
標
ク
ラ
ス
タ
ー
調
査
（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）
、
人
口

保
健
調
査
（
Ｄ
Ｈ
Ｓ
）
で
あ
り
、
指
標
の
定
義
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
①
児
童
労
働
―――
調
査
の
時
点
に
児
童
労
働
活
動
に
従
事
し
た
五
〜
一
四
歳
の
子
ど
も
の
比
率
。
子
ど

も
は
、
以
下
の
条
件
で
児
童
労
働
に
従
事
し
た
と
み
な
さ
れ
る
。
（
ａ
）
五
〜
一
一
歳
の
子
ど
も
で
調
査

期
間
の
直
前
の
週
に
少
な
く
と
も
一
時
間
の
経
済
活
動
に
従
事
し
て
い
る
か
、
も
し
く
は
少
な
く
と
も
二

八
時
間
の
家
事
労
働
に
従
事
し
て
い
る
。
（
ｂ
）
一
二
〜
一
四
歳
の
子
ど
も
で
調
査
期
間
の
直
前
の
週
に

少
な
く
と
も
一
四
時
間
の
経
済
活
動
に
従
事
し
て
い
る
か
、
も
し
く
は
少
な
く
と
も
二
八
時
間
の
家
事
労

働
に
従
事
し
て
い
る
。

　
②
児
童
労
働
の
背
景
変
数
―――
子
ど
も
の
性
別
、居
住
地（
都
市
部
・
農
村
部
）、世
帯
資
産
よ
り
構
成
さ
れ
た

人
口
の
最
貧
困
層
二
〇
％
・
最
富
裕
層
二
〇
％（
世
帯
資
産
の
評
価
手
法
に
つ
い
て
の
詳
細
はw

w
w

.childinfo.org

を
参
照
）
、
母
親
の
教
育
（
一
定
の
水
準
の
教
育
を
受
け
て
い
る
か
い
な
い
か
）
。
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表 1. 　インド児童労働従事率

年度 児童労働（5–14 歳）（%）
全 体 男 女

2005(1999–2003*) 14 14 15
2006(1999–2004*) 14 14 15
2007(1999–2005*) 14 12 16
2008(1999–2006*) 12 — —
2009(1999–2007*) 12 12 12

*データが列の見出しで指定されている年次もしくは期間内に入手できたもっ
とも最近の年次のものであることを示す。
―データなし
出所：ユニセフ（国連児童基金）世界子供白書＝ The State of the World’s Children.
2005–2009 表９子どもの保護指標より筆者作成
※ 2009年のデータは英語版 The State of the World’s Children 2009（http://www.
unicef.org/sowc09/）より

2005 2006 2007 2008 2009
10

11

12

13

14

15

16

17

男
女
全体

%

図 1. 　インド児童労働従事率
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二
　
イ
ン
ド
の
教
育
に
関
す
る
指
標

　
教
育
に
関
す
る
指
標
の
主
な
も
の
と
し
て
、
識
字
率
や
就
学
率
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
世
界
的
に

み
た
イ
ン
ド
の
位
置
づ
け
と
、
本
書
で
対
象
と
な
っ
た
イ
ン
ド
国
内
の
五
つ
の
県
（D

istrict

）
の
教
育
に
関

す
る
指
標
を
表
と
グ
ラ
フ
（
表
２
・
１
、
表
２
・
２
、
図
２
・
１
、
図
２
・
２
）
に
よ
っ
て
示
し
た
。

　
識
字
率
と
は
人
口
に
占
め
る
読
み
書
き
で
き
る
人
の
比
率
で
あ
る
。
ユ
ニ
セ
フ
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
七

年
時
点
で
の
成
人
の
総
識
字
率
は
世
界
で
は
八
一
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
イ
ン
ド
は
六
六
％
と
一
五
ポ
イ

ン
ト
下
回
る
値
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
後
発
開
発
途
上
国
よ
り
は
高
い
が
、
開
発
途
上
国
の
中
で
も
低

い
値
で
あ
る
（
表
２
・
１
）
。

　
就
学
率
と
は
、
あ
る
母
集
団
の
う
ち
学
校
に
在
籍
し
て
い
る
人
数
を
表
す
指
標
で
あ
る
が
、
そ
の
母
集

団
の
取
り
方
の
違
い
に
よ
っ
て
純
就
学
率
と
総
就
学
率
（
ま
た
は
粗
就
学
率
）
の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。

表
中
に
示
し
た
初
等
教
育
総
就
学
率
は
年
齢
に
関
わ
ら
ず
初
等
学
校
に
就
学
す
る
子
ど
も
の
人
数
が
、
公

式
の
初
等
教
育
就
学
年
齢
に
相
当
す
る
子
ど
も
の
総
人
口
に
占
め
る
比
率
で
あ
り
、
同
じ
く
初
等
教
育
純

就
学
率
は
公
式
の
初
等
教
育
就
学
年
齢
に
相
当
す
る
子
ど
も
で
あ
っ
て
初
等
学
校
に
就
学
す
る
子
ど
も
の

人
数
が
、
当
該
年
齢
の
子
ど
も
の
総
人
口
に
占
め
る
比
率
を
示
す
。
総
就
学
率
が
百
％
を
超
え
て
い
る
の
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は
就
学
年
齢
を
過
ぎ
て
か
ら
就
学
し
て
い
る
標
準
年
齢
で
は
な
い
在
学
者
が
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

就
学
率
は
学
籍
が
あ
る
割
合
で
あ
り
出
席
率
と
は
別
で
あ
る
た
め
就
学
率
の
統
計
に
含
ま
れ
て
い
て
も
必

ず
し
も
学
校
に
通
え
て
い
な
い
と
い
う
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
ひ
と
た
び
就
学
し
て
も
、
様
々
な
理
由
で
中

途
退
学
し
て
し
ま
う
子
ど
も
も
多
い
。
こ
こ
で
は
、
次
に
掲
げ
る
参
考
資
料
①
に
よ
る
県
レ
ベ
ル
の
デ
ー

タ
か
ら
各
学
年
の
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
率
を
、
参
考
資
料
②
に
よ
る
デ
ー
タ
か
ら
は
初
等
教
育
最
終
学
年
へ

の
残
存
率
を
掲
載
し
た
。

　
な
お
、
イ
ン
ド
の
初
等
教
育
に
お
け
る
学
年
度
の
構
成
は
、
大
部
分
の
州
で
は
一
〜
五
年
次
を
小
学
低

学
年
（Prim

ary

）
、
六
〜
八
年
次
ま
で
を
小
学
高
学
年
（U

pperPrim
ary

）
と
区
分
し
て
い
る
が
、
表
２
―

２
の
中
で
は
コ
ル
カ
タ
を
含
む
西
ベ
ン
ガ
ル
州
は
一
〜
四
年
次
を
低
学
年
、
五
〜
八
年
次
を
高
学
年
、
ウ

デ
ィ
ピ
を
含
む
カ
ル
ナ
ー
タ
カ
州
で
は
一
〜
四
年
次
を
低
学
年
、
五
〜
七
年
次
を
高
学
年
と
し
て
い
る
。

参
考
資
料
①M

ehta,A
run

C
.(2007),E

lem
entary

E
ducation

in
India:W

here
D

o
W

e
Stand?:D

is-

trictR
eportC

ards,2005–06.

※
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
冊
子
体
掲
載
デ
ー
タ
が
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
も
エ
ク
セ
ル
形
式

で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
。D

ISE
-D

istrictInform
ation

System
forE

ducation 〈http://w
w

w
.dise.in

/ 〉

参
考
資
料
②U

N
IC

E
F.T

he
State

ofthe
W

orld’s
C

hildren.2009 〈http://w
w

w
.unicef.org

/sow
c09
/ 〉
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※
は
執
筆
時
日
本
語
版
で
最
新
版
が
未
刊
行
で
あ
っ
た
た
め
英
語
版
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
参
照
し
た
が
、

日
本
語
版
は
例
年
『
世
界
子
供
白
書
』
と
し
て
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
か
ら
発
行
さ
れ
、
協
会
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
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表
2.1.　

教
育
に
関
す
る
指
標
（
イ
ン
ド
と
世
界
）

総
人
口
（
千
人
）
成
人
の
総
識
字
率
（
％
）
若
者
（

15–24歳
）

初
等
教
育
就
学
率
（
％
）

初
等
教
育
最
終
学
年
へ
の

2007
2000–2007*

の
識
字
率
（
％
）

2000–2007*
残
存
率
（
％
）

2000–2007*

2000–2007*
総
就
学
率

純
就
学
率

男
女

男
女

男
女

政
府
デ
ー
タ

調
査
デ
ー
タ

イ
ン
ド

1,169,016
66

87
77

114
109

90
87

73
95

先
進
工
業
国

974,913
—

—
—

101
101

95
96

97
—

開
発
途
上
国

5,432,837
79

90
84

109
103

89
86

74**
90

後
発
開
発
途
上
国

704,450
57

75
65

101
91

79
74

60
82

世
界

6,655,406
81

90
85

108
103

90
87

76**
90

*は
そ
の
期
間
内
で
入
手
で
き
た
最
新
の
年
次
の
デ
ー
タ
。

**は
中
国
を
除
く
。

出
所

:U
N

IC
E

F.T
he

State
ofthe

W
orld’s

C
hildren.2009

（
http://w

w
w

.unicef.org
/sow

c09
/）

TA
B

L
E

1.B
A

SIC
IN

D
IC

A
TO

R
S

pp.118–121,TA
B

L
E

5.E
D

U
C

A
T

IO
N

pp.134–137よ
り
筆
者
作
成

政
府
デ
ー
タ
の
主
要
デ
ー
タ
ソ
ー
ス
：

U
N

E
SC

O
Institute

forStatistics（
ユ
ネ
ス
コ
統
計
研
究
所
）

調
査
デ
ー
タ
の
主
要
デ
ー
タ
ソ
ー
ス
：

D
H

S（
人
口
保
健
調
査
）
お
よ
び

M
IC

S（
複
数
指
標
ク
ラ
ス
タ
ー
調
査
）
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表
2.2.　

教
育
に
関
す
る
指
標
　

(本
文
に
登
場
す
る

5つ
の
県
）

人
口

県
村
落
数

学
校
数
計

人
口

0–6歳
児

都
市
部

指
定
カ
ー
ス
ト

指
定
部
族

（
千
人
）

（
%
）

（
%
）

（
%
）

（
%
）

チ
ュ
ー
ル
ー

846
2,382

1,924
20.0

27.9
21.2

0.5
ジ
ャ
イ
プ
ル

2,104
5,773

5,251
17.5

49.4
14.8

7.9
コ
ル
カ
タ

141
2,022

4,573
8.5

100.0
6

0.2
ウ
デ
ィ
ピ

257
944

1,112
10.3

18.5
6.1

3.7
ヴ
ィ
ル
ド
ゥ
ナ
ガ
ル

465
1,539

1,751
11.9

44.4
19

0.1
ミ
ル
ザ
プ
ー
ル

1,306
2,225

2,116
20.1

13.5
26.8

0.1

識
字
率
（

%
）

初
等
教
育
就
学
率
（

%
）

ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
率
（

%
）

県
識
字
率

識
字
率

総
就

純
就

1学
年

2学
年

5学
年

6学
年

（
全
体
）
（
女
性
）
学
率

学
率

チ
ュ
ー
ル
ー

66.8
53.3

103.4
74.4

16.7
7.3

3.4
3.4

ジ
ャ
イ
プ
ル

69.9
55.5

82.4
58.4

13.6
6.3

5.0
2.0

コ
ル
カ
タ

80.9
77.3

103.4
74.4

28.7
1.4

—
—

ウ
デ
ィ
ピ

81.3
75.2

63.4
71.4

5.4
3.1

4.1
5.0

ヴ
ィ
ル
ド
ゥ
ナ
ガ
ル

73.7
63.6

130.1
100.0

8.1
2.0

5.1
3.5

ミ
ル
ザ
プ
ー
ル

55.3
39.3

121.5
100.0

—
—

24.7
—

出
所
：

M
ehta,A

run
C

.(2007),E
lem

entary
E

ducation
in

India:
W

here
D

o
W

e
Stand?:

D
istrictR

eport
C

ards,2005–06 よ
り
筆
者
作
成
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チュールー

ジャイプル

コルカタ

ウディピ

ヴィルドゥナガル

ミルザプル

インド（男）

インド（女）

世界（男）

世界（女）

%

図 2.1. 　初等教育就学率

チュールー

ジャイプル

コルカタ

ウディピ

ヴィルドゥナガル

ミルザプル

%

図 2.2. 　県レベルの識字率
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